
 大 会 プ ロ グ ラ ム  

１日目：10 月 21 日（土）                                           

9：30～10：15 学会大会参加受付（於：羽鳥湖レジーナの森テニスクラブインドアコート） 

   

開会挨拶  

10：15～10：25  平田 聰（日本テニス学会副会長） 

明石 邦宏氏（天栄村テニス協会会長） 

  

シンポジウム  

10：25～11：55 「テニスにおけるスポーツ科学の貢献 

   －現場にどのような貢献がなされているか－」 

 コーディネーター 

シンポジスト 

浅沼道成（岩手大学） 

岩嶋孝夫（武蔵工業大学） 

道上静香（滋賀大学） 

平田大輔（専修大学） 

吉田由佳（元プロテニスプレイヤー） 

  

（休 憩）  

  

総 会  

12：45～13：00  司会：田中伸明（東京電機大学） 

  

一般研究発表：口頭発表   司会：西村 覚（島根大学）  

13：00～13：20 演題番号：口頭 01 

「ストレッチに変わる、筋収縮性準備運動の導入報告」 

○斉藤 靖（ＴＰＬトレクティス・ラボ） 

  

13：20～13：40 演題番号：口頭 02 

「フォアハンドストロークにおけるスカプラムーブメント」 

○斉藤 靖（ＴＰＬトレクティス・ラボ） 

  

13：40～14：00 演題番号：口頭０３ 

「車いすテニスは国内においてどのようにして普及したのか？ 

－歴史および社会的文脈に着目して－」 

○岩月俊二（北陸先端科学技術大学院大学） 

  

（休 憩） コーヒーブレーク 兼 ポスター発表閲覧時間 

  

一般研究発表：ポスター発表  

14：50～15：20 ポスター発表ディスカッションタイム  

   

 演題番号：ポスター01 

「テニスのサーブにおける模擬動作（フォーム）と実打との比較検討」 

 ○佐藤周平（東海大学大学院） 佐藤文平（早稲田大学） 平田大輔（専修大学） 

  吉成啓子（白百合女子大学） 吉川政夫（東海大学） 

  

  



  

  

  

  

 演題番号：ポスター02 

「テニスの電子スコアブックの開発－時間測定の精度について－」 

○高橋仁大（鹿屋体育大学） 和田智仁（鹿屋体育大学） 前田 明（鹿屋体育大学） 

児玉光雄（鹿屋体育大学） 西薗秀嗣（鹿屋体育大学） 倉田 博（鹿屋体育大学） 

  

 演題番号：ポスター０３ 

「世界一流選手のサーブについて 

－2006 全豪オープン 3R Gaston Gaudio 対 Fabrice Santro 戦を対象として－」 

○田中伸明（東京電機大学） 高橋正則（日本大学） 佐藤雅幸（専修大学） 

澁谷隆良（東洋英和女学院大学） 水野忠知（小石川インドアテニスクラブ） 

平田大輔（専修大学） 

  

 演題番号：ポスター０４ 

「テニスラケットにおけるインパクト位置の違いによる 

ヒト前腕 EMGおよびラケットグリップ等の振動について 

 －EMG からの間接的握力推定値による検討を含めて－」 

○塩野谷明（長岡技術科学大学） 西條暁里（長岡技術科学大学） 

緒方賢一郎（長岡技術科学大学) 堀内昌一（亜細亜大学) 

  

一般研究発表：オンコート発表   司会：高橋正則（日本大学）  

15：30～16：00 演題番号：オンコート 01 

「ビデオを活用したスイング改良に関する研究」 

○児玉光雄（鹿屋体育大学） 高橋仁大（鹿屋体育大学） 

  
※オンコート発表終了後、公認指導者更新のためのポイント「研修・実習活動実績証」カードを返却します。翌 10/22（日）

も参加される方は、朝の受付時に改めて提出してください。 

  

懇親会          司会：平田大輔（専修大学）  

17：00～18：30 白河メドウゴルフ倶楽部にて開催します。 

 

「レジーナの森⇒白河メドウゴルフ倶楽部」、 

懇親会終了後の「白河メドウゴルフ倶楽部⇒お泊り先」は、 

バスを運行します（無料）。 

 



１日目：10 月 22 日（日）                                           

9:30～10：15 学会大会参加およびテニス大会参加受付  

   

ワークショップ      

10：15～10：45 

   および 

12：15～12：45 

 

①「動作分析・ゲーム分析ソフトウエアをいかに使いこなすか！」 

 

 第一部：「動作分析・ゲーム分析ソフトウエアについての概要」 

司会：佐藤雅幸（専修大学） 平田大輔（専修大学） 

 1)映像を合成する（サイマルカム） 

2)動作を分析する（アナライザー） 

3)動作などの軌跡を残す（ストロモーション）

 

演者：佐藤雅幸（専修大学） 

演者：平田大輔（専修大学） 

演者：佐藤周平（東海大学大学院）

 

 第二部：「動作分析・ゲーム分析ソフトウエアの活用」 

 司会：佐藤雅幸（専修大学） 田中伸明（東京電機大学） 

 4)遅延フィードバック機能（インジアクション） 演者：吉成啓子（白百合女子大学）

 5)分析結果の保存・共有（メディアブック） 演者：佐藤雅幸（専修大学） 

 6)VTR 編集およびゲーム分析（タギング） 演者：佐藤雅幸（専修大学） 

 7)その他（修造チャレンジでの活用事例など） 演者：田中伸明（東京電機大学） 

 

10：45～12：15 

 

②「多人数における指導法」 

菊池眞博（NPO 法人テニスチャレンジ２０２０） 

  
※ワークショップ終了後、公認指導者更新のためのポイント「研修・実習活動実績証」カードを返却します。 

 

テニス大会   

13：00～16：00 小山秀哉杯 

 

 

 


